
　　　　

『スウィッシュ！』 藤ノ木 優・著（徳間書店）
部活動に医療の視点が加わったとき、チームはどう変わるのか。

高校女子バスケットボール部を舞台に、スポーツドクターの父と

チームのキャプテンである娘・愛奈との関係を軸に物語は展開する。

競技に対し、距離が生じていた父娘だが、エースの大怪我をきっかけに

父は医療の立場からチームに関わるようになる。成長期の選手に欠かせない体

づくりや食事管理、家族環境の問題と向き合いながら、仲間とともに高校最後

の大会に挑む姿を描く。

本を

たくさん

読もう！

夏季休業中の開館日 ※校内対象

８/３-７, 19-2１, ２４-2６日

※都合により臨時閉館することがあります。

〈開館時間〉 ９：００-１５：45

〈夏季特別貸出実施中！〉
期間：７/6(月)～８/２8(金)

冊数：１０冊まで貸出しができます。

☆７/２１(火)～７/３１(金)は蔵書点検、

後処理のため閉館します。ご不便を

おかけしますが、よろしくお願いします。

※『学校図書館速報版』第2196号より紹介文を引用しています。

※ 課題図書はカウンター横にあります。貸し出しできます♪

『ノアハム・ガーデンズの家』
ﾍﾟﾈﾛﾋﾟ・ﾗｲｳﾞﾘｰ著、斎藤倫子・訳（ゴブリン書房）

英国の学園都市オックスフォードでヴィクトリア朝の年代物の邸宅に住む14歳

のクレアは、おおらかな高齢の大叔母の姉妹と三人で暮らしているが、将来に漠

然とした不安を抱えていた。

家は古い物であふれているが、人類学者だった曽祖父が残したニューギニアの

楯が急に気になりはじめると、未開の地が夢に現れ、不調をきたすようになる。

やがて時と変化を超えて、過去が生きている土地の記憶をたどることで、現実

の世界に足場を見つけていく。

『平和のうぶごえ』 早志百合子・著（毎日新聞出版）

広島で被爆した少年少女たちの手記「原爆の子」は1951年に出版され、

今も世界で読み継がれている。本書の著者は９歳のときに被爆し、

その体験を書いた一人。執筆者らで発足したグループの会長を務めている。

「原爆の子」たちはいかに被爆体験から影響を受け、戦後の80年を生き抜いて

きたのか。著者を含めた人びとの苦難の人生がつづられる。今こそ次世代に伝

えたい命の尊さと、平和への願いが込められている。
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※ 課題図書はカウンター横にあります。貸し出しできます♪


